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This essay is an attempt to compare Fukuzawa Yukichi’s The Outline of Civilization (1875) and the 
well-known conference held during the war, called “Transcending the Modern”; thereby reevaluating the pre-war 
“modern Japan” from the perspective of “civilization.” The process of converting the information patterns of 
civilization into those that never inflict harm on human beings or degenerate them reveals the clues toward the 



























































































































































































































『文明論之概略』が出版された 1875［明治 8］年は，大日本帝国憲法（明治 22 年）も議会開設（明
治 23 年）もずっと先の，未だ国の形が定まらぬ時期にあたり，事実２年後には，西南の役が勃発する







































































































『文明論之概略』は周知のように，ギゾーのHistoire de la civilisation en Europe やバックルのHistory 





精神現象として捉えていることだ。ここはバックルの，たとえば “This double movement, moral and 
intellectual, is essential to the very idea of civilization, and includes the entire theory of mental progress.” 










































代の超克』結語」によれば，昭和 17 年の初め頃，亀井勝一郎がしきりに小林や河上にもちかけ，5 月





界』の 9 月号と 10 月号に発表された。9 月号には，西谷，諸井，津村，吉満の論文が，10 月号には，
亀井，林，三好，鈴木，中村の論文が併載されている。この内，三好と中村の論文は，会議後に書か


















































































































生活の有機的連関性が破壊され分裂に導かれる。狭義の近代音楽は 19 世紀の終わりから 20 世紀初頭にかけて始まり，
最高潮に至るのが第一次大戦前までの時期である。浪漫派音楽の後に続く音楽の印象主義は，絵画の印象派，文学の象
徴主義と通底しており，和音の有機的連関性は軽んじられ，ある音と次の音との関係はただ主観の感覚に裏打ちされて


































わるであろうが，その後には文化的な戦いが控えている。経済戦と文化戦で 90 年はかかるかもしれない。 
しかし結局のところ，物質文明，機械文明，個人主義，享楽主義，そしてそれらの背後にある金融資本家たちの無統



























１日目：(a) 西洋ルネサンスの解釈，(b) 科学における近代性，(c) 科学と神，(d) 日本人にとっての
近代，(e) 近代日本の音楽 












































































西洋の特異な思想家で西洋文明を糾弾して名高いルネ・ゲノン（René J Guénon, 1886 - 1951）も，そ
の主著の１つ『現代世界の終末』（La Crise du monde moderne, 1927）において，キリスト教ではないが，
同じく宗教的な立場から，人間の個人主義（自己神格化）を糾弾している。 





























































































(2) テキストは，河上徹太郎・竹内好（他）『近代の超克』［冨山房百科文庫 23］（冨山房，1979）に依拠した。 
(3) 高坂正顕（他）『世界史的立場と日本』（中央公論社，1943）p. 125. 
(4) 同上，p. 263. 
(5) テキストは，福澤諭吉『文明論之概略』［岩波文庫］（岩波書店，1962）に依拠した。 
(6) 『神の国』第 18 巻第 2 章冒頭；岩波文庫版，第 4 巻，p. 351. 
(7) 『神の国』第 14 巻第 13 章；岩波文庫版，第 3 巻，p. 318. 
(8) ルネ・ゲノン『世界の終末———現代世界の危機』（平河出版社，1986）p. 113-114. 
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